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702 機械分野 の 本審査 を受審 して 一 機械工 学科 の 場合一
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ．は じめ に

　平成 14 年 度 にお け る JABEE 審査の 結果，「機械 工 学プ ロ

グラム 」が JABEE 認定 され た の で
， 機械工 学科の 学部教育に

関するこれま で の 方針に某 つ い て，将来 を見据えた大学教育

とくに国際的に通用する技術者教育に対する意志表示 を行 う

こ とがで きた と考えて い る。今後 は，認定 され た教育プ ロ グ

ラム に従 っ て 継続的な教育改善を実行 しなが ら，有能な技術

者 を社会 へ 輩 出す る責任 を負 わなけれ ばな らず，そ の 使 命を

果 た すべ く教育者 と して 日々 の努力 が要 求 され る こ とは言 う

ま で もない．こ こ で は ，機械工 学 科 が JABEE 審 査 を受 けた 経

緯，状況及 び その 後 の 教 育改 善 へ の 取 り組 みにつ い て述べ る。

　　　　　　2 ． JABEE 受審へ 向けて の 始動

　JABEE審査を受ける前の 数年におい て は，工 学にお け る教

育改革の 流れ の 中で，学科独 自の カ リキ ュ ラム 変更等が試 行

錯誤の 状況で 行われ て お り，教育 プ ロ グラ ム として の 授業科

目 が 整 え られ っ っ あ っ た。こ の よ うな教育改 善が や が て

JABEE 審 査 へ 向 けて取 り組 む大きな原動力 に なっ た。工 学部

にお い て も ， 平成 11 年に FD 委員会，平成 12 年 に FDWG

（ワ
ー

キ ン ググル
ープ） が設置 され，厳 格 な授業評 価，達成

度判定お よび創造性教育につ い て 検討 され た結果，具 体的 に

シ ラバ ス 作成，学生 に よる授業評 価ア ン ケ
ートお よび創成科

目の導入 の 実施に至っ た。こ の よ うに 工学部独自の 教育改革

の 骨 組み が出来上がっ た 頃に，国際的な技術 者 の 相互 承認 と

い う新 しい 視点の 技術者教育に 関す る講演を著名な先生を講

師 に迎 えて 聴 くこ と がで きた。す な わち，平成 12 年 3 月 「国

際 的に通用す る技術者認証制 度に対す る 日本機械学会の 取 り

組 み」 （日本大学理 工 学部 背戸
一・・es 教授）お よび 平成 13 年

1月 「技術者資 格 問題 と技 術者教育プ ロ グ ラム 認 定」 （慶應義

塾大学理事 長 島 昭 教授）の 講演お よび 質疑応 答 に よ り，学

科内 の 多 くの 教 員 が 技術者教育 お よび JABEE へ の 関心 を高

め る機会 となっ た 。 お 二 人の 先生 には，あ らた め て お 礼を申

し上 げたい 。 そ の ほ か，平成 13 年 2月 中 国四 国工 学教育協

会主催の 講演会 におい て，平成 12 年度に JABEE 試行審査を

受けた，鳥取 大学工 学部土木工 学科，山 口大学工 学部電気電

子 工 学科か ら JABEE 審査に つ い ての 説 明が なされた。は じめ

て 大学 教育の 現場 が 審査 ・評 価 され る状況 をつ かむ こ とがで

き，大 変有意義で あ っ た。こ の よ うな状況の 中で ，機 械工 学

科 は，電気電子 工 学科 お よびシ ス テ ム 工 学科と共に JABEE 審

査を 受け る準 備 をす る こ とに なっ た、

　　　　　　3 ．　JABEE 審査 に伴 う制 度改革

　JABEE 審査を待つ まで もな く教育改 善は 必 要と され るが，

教育改善を図る ため の 体制 作 り と 実施が JABEE で は要求 さ

れ る。 これ ま で も教育内容を見直し改善を図 る こ と は ，教 務

委員会 WG 委員 会を 中心 と して 頻 繁に行 われ て きた が，新 し

い 委員会や WG を作 りさらに体制 を整え る こ とになっ た。

教育に 関す る諸問題 は，主 に教育評価改善委 員会 にお い て

種 々 審議 され 教室会議に 図られ る。さらに，教育評価改善委

員会の 中に教育プ ロ グラム 実施 WG と教育認定対応 WG が活

動す る体制 に して い る．また，教育評価改善委員会の 構成員

は，学科長，学科主任 の ほ かに FD 委員会，教務委員会，入

試 制度検討委 員会，自己評価委員会，FDWG 委員会 の 各 委員，

さらに教育認 定対応 WG 長 で あ る。こ の 委員 会に お い て ，教

育 目的 ・目標，入 学者選抜 方法，カ リキ ュ ラ ム，教 育方法 ・

組織環 境，シ ラバ ス ，学生への 支援，教育成果 ・授業評価，

な どの 教育改善に か か わ る こ とを全て 取 り仕切っ て お り，毎

月開催されて い る。教育評価改善委員会に は，工 学部の教育

に 関する委員会の 学科委員が含まれ て い るこ とか ら ， 工学部

あるい は全学的 な教育に 関す る委員会及び そ こ での 意見 を学

科の 教育に反映する と共 にそれ らに対 し機 械 工 学科 の 考えを

提 出す る こ ともで き る。こ の 教育評価 改 善委員会 には，外部

ア ドバ イザ
ー

が附 属 して い る。外部ア ドバ イザ
ーとは機械工

学科の 教育の評 価 と改善に 対 し意見 をの べ る こ とが で きる も

の で あ り，機械工 学セ ミナー
ユ、0 人 の 非 常勤 講 師か ら成 っ て

い る、機 械 工学セ ミナ
ー

は 3年 次 に配 当 され，主 と し て企業

の 方 を講 師 と して い る科 目で あ る。こ の 講師の 方に 来学時に

学科の 教育につ い て ご意見を伺い 教育改善に役立て るもの で

あ り，ほ とん ど毎年人が かわ るこ とに よ りい ろい ろ違っ た 意

見が 聞け る とい う利点を も っ て い る。外部の 方の 意見を伺 う

とい う点 では ， 工学部 に岡 山近郊の 企業の 13 名の 方 か ら成

る工 学教育評価外部委員会が設置され て い る。

　　　 4 ．教育認定 対応 WG の 活動 と学内協力体制

　JABEE の 審査 ・認 定は，自己 点検書の 審査 と実地訪 問 に よ

る審査 （実地審査〉に基づ い て ，審査を 申請 してい るプロ グ

ラム，す なわ ち，本 「機械 工 学プ ロ グ ラ ム 」 が JABEE の 基準

を満 た して い るか ど うか を判定 す る こ とに よ っ て 行われ る。

実地 審査で は，試験答案，レ ポート，参考資料等の 資料審査

及 び学生，教職員へ の 面談 に よ る審 査 が 含ま れ て い る。教育

認 定対応 WG は，前述 した ご とく，こ の た め に 必 要な資 料収

集か ら，資料の 作成，教官 や 学生への 説明や 手 配 な どあ らゆ

る こ との 中心 として活 動 したが，特に 自己 点検書 の 作成に は

相当の 時間 を費や した。平成 13 年度の 試行審査時に学ん だ

教 訓が，平成 14 年度 の 本審査で は大 変役 にた っ た。なお，

教育認 定対応委員は，日本1幾械学会 主催の JABEE 施行状況説

明会や JABEE 審査校打合会に 出席 して情報収集に努めた，

　また ，自己点検書に 記述 され て い る こ との 証 拠として 用意

され た補 助資料 は多岐 に渡 っ て い るが，これ らの 資料の 検索，

調 査，その 他 事務 的支援を 工 学 部事 務 部 の 全面 的 な協力 を得
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た。また ，教養教育科 目担当教官の 協力及 び教養教育の 改 善

充実を協議検討 してい る教育実施協議 会など， 学内協力が得

られた こ とに大変感謝 して い る。実地審査にお い て は，在学

生の 面談 と共に，卒業生の 面 談が あ っ た。

　　　　　 5 ．学習 ・教育 目標と学生へ の 対応

　機械工 学科の 教育の 方針及 び 目標 は，絶えず学科内で 検討

され改善されて きた。それを基礎 と して 「機械工 学プ ロ グラ

ム 」 の 学習 ・教育 目標（A）〜（E）が決定され て い る。そ の 学習 ・

教 育 目標 は，JABEE 基準 1（a）〜（h）の 8っ の 能力 を網 羅 して お

り，キー
ワ
ード的 に示 す と以下の 5 つ の 項目で あ る。

（A）機械工 学の 専門基礎学力 の 養成

（B）課 題探求 ・
創成能力 （問題解決能力を含む 〉の 養成

（C） コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン 能力の 養成

（D ）技 術者倫理観の 育成

（E＞広 い 視野 をも ち豊か な教 養の 養成

　学生には，この 学習 ・教育目標達成の た めの 授業科 目を記

載 した 目標 達成度表 を配布 し，そ の 表 におい て す で に単位修

得 した科 目 と今後修得 予 定の 科 目を区別 させ る。審査 当時在

学生の 平成 14年度以前の 入 学生 は ，従 来 の 選択科 目が JABEE

基準で は
一

部必 修 とな り，そ の 科 目を卒業まで に 修得で きな

い 学生が 出るため，「IABEE コ
ー

ス 」 あるい は 「卒業 コ ース 1

を履修するか に つ い て 3年次進学以 前に 自己 申告させ てい る。

重要な こ とは，学科に は コ
ー

ス 振 り分け規定があり，一
度決

めた コ ース の 選 択 は変更 で きな い こ とを学生 自身に理 解 させ，

そ の 上 で 目標 を達成す る よ うに学生 を指導す る こ とで ある。

　　　6 ． 学科共通 の 授業科 目 と改善へ の 取 り組 み

（1 ）英語 教育 （コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を含 む ）

　JABEE コ
ー

ス 学生 に は TOEIC 受験 （目標 500 点） を義務

付 け て い る。ス コ ア が低 い 学生は ，学科に お い て TOEIC 模擬

テ ス トを実 施す るな ど英 語学 習を指 導 して い る。ま た，　 専

門で の 英語 カ リキ ュ ラム と して，3 年生前期に 「機械工 学英

語 1」，後期に 「機械工 学英語 H 」 を配置 し
，

1 〜2年生 の 教

養教育科 目の 「英語科 目」 に継続 して 専門 での 英語学習が で

き るよ うに平成 16年度学生便覧を改訂 した。4 年生 で は，各

研 究室 に おい て専門の 英語能力お よび コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能

力 を養成で きるよ うに指導して い る 。

（2）創成プ ロ ジ ェ ク ト （課題 探求 ・創成 能 力）

　学生 の 課題探求 ・創成能力を養 うた めに，機械工学の 専門

性と関連づ けなが ら，学生が将来遭遇す る課 題 を模 した正解

の ない あ るい は多様 な解を取 り得 る Qp  一Ended 課題 につ い

て ，グル
ープ で課 題 に 取 り組 む企業の 研 究 ・開発 形態を養 う

た め に，PBL （ProjeCt　Based　Leaming）を通 して
，

モ ノ創成 を実

施 して い る。さらに，現 在 の 企業 戦略 に お ける 人材育成 で は ，

経営手 法の 分 か る技術者の 養成 が急 務 で あ る こ とか ら，創造

工 学実験 にMOT 授業 を取 り入れ る と と もに
， 学部 に 「MO

T 入 門」 と大 学院に 「MOT 実践」の 授業を平 成 16年度学生

便覧にお い て 新たに加 えた。機械工 学実験で は，学生自身が

課題 探求で きる創造工 学実験へと実験学習形態を変えて，学

生 の 課 題 探究 ・創 成 能 力 を高め る こ とに して い る。

（3） 機械工学セ ミナ ー
（産 業界の ニ

ーズ ・社 会の 声）

　企業か ら非 常勤講師 （毎年違っ た 方 10 名）を招き ， 近未

来に予想され る産業界の ニ
ーズ や問題解決の プロ セ ス ・「現場

の 生の 声」 （＝企 業での 貴重な体験談）を学生 に聞 かせて，的

確な企業イ メ
ージを形成させ る と同時 に 専門科 目の 重要性 を

再認識 させ る。学生に は，各講演の レ ポートの 他 に，自分で

関心の あ るテ
ー

マ を決 めて 6000字 程度 の レ ポートを 自己学

習 能力 の 開発 を 目的 と して提 出 させ て い る。

（4 ）特 別研 究 （卒業 研 究）

　特別研究の シ ラバ ス を研 究室ご とに作 成 し，3 年生に は研

究室配属時の選択に 参考となるように してい る。現在，特別

研究の 達成度評価を以 下の ように行 っ て い る。

  特別研究は，学習 ・教育 目標（A）〜 （E ）の 内，（B），（C）お
よび（D）の 目標達成に貢献する とし，特別研究 600時間以上の

学習保証時間の 内，それぞれ 540時間，50時間，10時聞以 上

を あて，その チ ェ ッ ク の ため に，週 ご とに 特別研究の 学習内

容と学習時間を記入 す る 「特別研究週 間記 録簿」 を研究室教

官に eetiiさせ て い る。

  技術 者倫理一般 に 関わ る課題，さ らに 各人 の 特別研 究 が社

会に どう関わ っ て い るか につ い て ，技術者倫理 の 視点やデ ザ

イ ン 能力 の 視点か らま とめた レ ポートを提出 させ て い る。

  特別 研 究に よっ て達成され る 目標を JABEE 基準に照 ら し6

項 目に分 け ，それ ぞれ につ い て 指導教員が 5段 階（5〜1）に評

価 して，評価結果を教室会議に提 出 し合否 を判定 してい る。

　　　　7 ． 学科 の m 記録
・
改善 へ の 取 り組み

　平成 15年度 前期授 業評価 ア ン ケ
ート結果か らすべ て の 授

業科 目につ い て FD 記録を残 して い る。す なわ ち，各授業評

価 ア ン ケートが学科 に届 け られ る と，各教員が学生か らの 指

摘事 項 お よび ア ン ケート結 果 に対 して （a）実施 済 み の 内容 と

（b）実施計画 に 分けて 教育改善の 具 体例 と教 員か らの 意見等 を

記入 した FD 記録を，教育評価改善委員会におい て検討を行

い，必要に応 じて コ メ ン トを記入 する。とくに，授業の 欠陥

が ある と判断され る場合に は ，学科 と して 議論 を行い ，担当

者へ の 授業 改善が要請 され るこ とにな る。FD 記録 の 中 で，

教員が取 り上げた教育改善の 内容 と教員 か らの 意見は，機械

工 学科の 学生に限 っ て 知る こ とが で き る よ うに して い る。

　　　　　　　　　　8 ．おわ りに

　JABEE 認定 を受 けた後，平成 14年度 48名お よび平成 15

年度 64名の 「機械工 学プ ロ グラ ム 」 JABEE 修了者 を卒業 さ

せ る こ とがで きた。平成 15年度入 学生か らは全学生 が JABEE

修 了対象 とな り，機 械工 学科の 卒業生が 社会に お い て 活躍 し，

国際的 に も評価 され る教育プ ロ グ ラム と して ，ますます発展

する よ うに 教育改善活動 を継続す る所存で あ る 。

　なお，JABEE 受審に 際 して は，多 くの 学内外関係者の 方に

大変お 世話にな り深 く感謝申し上 げる。ま た，本稿 の 内容は，

これま での 学科の 教育に携わ っ た教職員お よび 学習に励ん だ

学生 ・卒業生の 下 で継続 に継続 を重ね られ た教育改善の 成果

である。岡 山大学工学部教育年報 （平成 12年度
〜14年度）

か らの 抜粋も あ り，機械工 学科の 各 位 に謝 意を表 す る。
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